
緊急地震速報の提供開始について

地震がおそろしいといわれる理由の一つに、何の前触れもなく、突然、大地が揺れだすということがあげられます。例え数秒程度のわずかな時間であっても、大きく揺れる前にそのことを知って、事前に身構えるなどの対応が取れれば、自らの命を守ることが出来るかもわかりません。
これを可能にするのが、「緊急地震速報」という新しい地震情報です。

気象庁では、地震の強い揺れが到達する前のわずかな時間を利用して、災害を軽減するための新しい情報「緊急地震速報」の一般向け提供を平成19年10月1日より開始する予定です。

緊急地震速報は、適切に利用することにより、地震防災対策に有効な情報ですが、そのためには、緊急地震速報を知ることと、緊急地震速報を受けた時にとっさに適切な行動が出来るよう、日頃から準備しておくことが必要です。
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緊急地震速報とは

緊急地震速報は、今までにない新しい概念の情報のため、有効に使うためには、緊急地震速報の限界や課題といった特徴を理解することが大切となります。

緊急地震速報は、地震が起きたことをすばやく検知し、地震の規模の推定及び伝送を瞬時に行うことにより、地震の強い揺れが到達するよりも早く、これから大きな揺れが来るということをお知らせするものです。《図参照》

緊急地震速報から、強い揺れが到達するまでの時間は長くても十数秒と短いものですが、この間に何らかの対策を講ずることができれば、地震被害の大幅な防止・軽減が可能となります。　

例えば、地震による強い揺れが始まる前に、走行中の列車のスピードを少しでも落とすことができれば、脱線事故などの可能性の低減につながることが期待されます。工場や工事現場など危険なところで働いている方が、安全なところへ避難したり、安全な体勢をとったりするようなことも可能です。また、家庭や学校、オフィスなどで倒れてきそうな家具や書棚などの前から離れたり、丈夫な机の下に避難することにより身を守ったりすることもできます。
緊急地震速報の技術的限界

緊急地震速報は、大きな被害をもたらす揺れが到達する前に、その情報を知らせることのできる情報ですが、情報発表後、揺れが到達するまでの猶予時間は長くて十数秒程度です。地震の発生した場所の近くでは、それほどの猶予はなく、場所によっては、地震の揺れのほうが早くなることがあります。

なお、震源、マグニチュード、震度等の推定の精度が十分でない場合があること、まれにノイズ（雷や事故など）により誤報が発信されるおそれがあることなど、技術的限界もあります。
情報伝達方法

　気象庁が発表した緊急地震速報は、報道機関・防災機関などを経由して、地域住民の方々へ提供されます。以下にテレビでの受信イメージを紹介します。
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緊急地震速報を見聞きしたら

　緊急地震速報が出たとき、一番大切なことは、落ち着いて行動することです。とにかくまずは落ち着いて、身の安全を確保して下さい。
家庭における対応行動の指針として、次のような行動をとることが必要です。
○頭を保護し、大きな家具からは離れ、丈夫な机の下などに隠れる

○あわてて外へ飛び出さない

○その場で火を消せる場合は火の始末、火元から離れている場合は無理して消火しない

○扉を開けて避難路を確保


「緊急地震速報」を活かすために
「緊急地震速報」が運用されても、地震への備えができていなければ身の安全を守ることはできません。地震に備え「緊急地震速報」を活かすためにも、以下のような点を、あらためて徹底することが不可欠です。

○住宅・建造物の耐震化、家具の転倒防止

○備品の落下防止やガラスなどの飛散防止

○安全な場所の確認

○防災訓練の実施

詳細は旭川地方気象台ホームページ
 (http://www.sapporo-jma.go.jp/asahikawa.html) 
問い合わせ先：旭川地方気象台防災業務課　☎0166-32-7102





























































テレビでのテロップ（イメージ）





緊急地震速報（気象庁）


北海道北西沖で地震　強い揺れに警戒


北海道道北、北海道道央、北海道道南、北海道道北








緊急地震速報テレビでの受信のイメージ












































図―１－１　　緊急地震速報のイメージ

































